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本書の内容の一部または全部を無断転載ずることは禁止されています。 

本書の内容に閱しては将来予告なしに変更することがあ y ます。 

弊社の許可なく權製-改変などを巧うことはできません。 

本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありました6、 
お買い求めの販完店【こご連絡ください。 

違巧した結果の影響については (4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承 < ださい。 
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標です。 Adobe、Adobe □ゴ、冉 crobat は， Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登錄商標または商標でず。 
その他、記載の会社をおよび商品をは各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Standard x64 Edition operating system および 
Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Enterprise x64 Edition operating system または、 Microsoft® Windows® Server 2003, 
Standard x 目 4 Edition operating system および Microsoft® Windows® Server 200 3, Enterprise x64 Edition operating system の略 
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◎ NEC Corporation 2007 


このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 巧用上のご注意 ■化ずお読み<ださい- 

本製品を安全に正し<ご使用になるために必要な情報が記載されています。 


まをにかかねる表巧にごいて 


Express 5800シリーズを安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従つ 
て操作してください。 

この ユーザーズ ガイドには装置のどこが危験か、どのような危険に遭うか、どうすれば危険 
を避け6れるかなどについて説明されています。また> 装置内で危険が想をされる箇所また 
はその付おには警告ラベルが貼り付け6れています。 

ユーザーズガイドおよび警告ラベルでは、危陵の程度を表す言葉として、「警告」と r を意」と 
いう用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとして走義されて 
いまず。 



人が死亡ずる、または重傷を負うおそれびあることを示します。 


^ Z ± j ^ 义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負うおそれびあることを示しま 


危険に対ずるを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして定義されていまず。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれがあること 

(例 ） A 


を表しまず。記号の中の絵表示は危険の内容 

ns 



を國案化したちのです。 

(感電ま意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 

(側^ 


节近くの絵表示は、してはならない行為の内 

( X ) 


容を國案化したちのです。 

(分解禁止） 


巧為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中 

(例） ♦ 

龜 


の絵表示は、しなければな 6 ない行為の内容 

を 

V 


を図案化したものです。危険を避けるためじ 

(プラグをあけ） 



はこの行為が'必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例) 


ま意を促ず記号 を険に対するま意の内容 を険の程度を表す用語 



1 



A ミ 主意 

A 

KA \ 

指定むがのコ 

指をの電圧て 
や漏電の原医 

ンセントに差し込まない 

指をのコンセントをお使いください。指定 W 外の電源を使うと义災 
となります。 





































本書および警告ラベルで使用する記号とその内容 


注意の頓起 


A 

感電のおそれびあることを示しま 
ず。 

A 

党煙または発火のおそれがあるこ 
とを示しまず。 

A 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示しまず。 

A 

爆発または破裂のおそれのあるこ 
とを示しまず。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがあ 
ることを示しまず。 


けがをずるおそれがあることを示 
しまず。 


指などがはさまれるおそれがある 
ことを示しまず。 

A 

特定しない一般的なま意*警告を 
巧しポす。 


巧為の禁止 



本装置を分解-修理*改造しない 
でくだをい。感電や义災のおそれ 
があ0まず。 

(D 

指定された場所には軸5ないでく 
ださい。感電や义傷などの傷害の 
おそれが友0まず。 

(!) 

めれた手で触5ないでください。 
感電ずるおそれがありまず。 

(S) 

义気に近づけないでください。発 
义ずるおそれがありまず。 

喔） 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでくだをい。水にめ5ずと感電 
や発义のおそれがありまず。 

Q 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


巧なの苗制 


运 

本装置の電源プラグをコンセント 

〇 

特定しない一般的な使用者の巧為 

か5抜いてください。火災や感電 

を指示しまず。説明にがった操作 

のおそれがあ0まず。 

をして < ださい。 


を分けされた部分についての取り扱い注意 


本装置の内部の電源を ON にしたままの状態で内蔵オプションの取り付け/取り外しができる 
部分をオレンジ色または、緑色で色分けしていまず。 

これ6の色で色分けされた部分と(外(特に青色でを分けされている部分)への内蔵オプション 
の取り付け/取リクトしは，あず装置の電源を OFF にし、ずべての電源コードをコンセントか 
6巧いてか6巧ってください。 
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まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただ<ためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご理おし、巧 
全にごま用ください。記号の説明については巻頭の『安全じかかわる表示じついて』の説巧を 
参照してください。 


全般的なま意事項 


0 


A 


A 


Q 


0 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や觸器、航空宇宙觸器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や觸器および高度な信頼性を必要とずる設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに POWER スイッチを OFF に 
して電源プラグをコンセントから抜いて<ださい。その後、お買い求めの販売店 
または保守サービス会社じご速絡ください。そのまま使用ずると义烫の原因とな 
y まず。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔节 DVD-ROM ドライブのすきまから金属片や針金などの異物を差し込まな 
いでください。感電の危険がありまず。 

指定むがの場所で使巧しない 

本装置は曰 A 規格に適合した本装置用の19インチラックに取りかけて使用しま 
す。本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないで 
ください。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムじ悪影響をおよぼずばかりで 
なく、义がやラックの転倒によるけがなどをずるおそれがあります。設置場所に 
関ずる詳細な説明や耐震工事についてはラックに添がの説明書を参照ずるか、保 
守サービス会社にお問い合わせください。 

規格 ly がのラックで使用しない 

本装圖ま EIA 規格に適合した本装置巧のラックに取り付けて使用しまず。 EIA 規格 
じ適合していないラックに取りがけて使用したり、ラックに取りがけずに使用し 
たりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けが节周囲の 
破損の原因となることがありまず。本装置で使用できるラックについては保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


使用上のごま意 


V 














A ミち意 

A \ 1 

1海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を;毎外 

1 で使用すると义雖や感電の原因となりまず。 

装置内にかや異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピン作クリップなどの異物を入れないでください。义災 
や感電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF [こ 
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社にご速船くだきい。 

/ KA \ 
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ラックの設置-取り扱いに関する注意事項 


A ミち意 


A 


Q 

&j 

Q 

&l 
® I 


定格電源を超える配線をしない 

がけどや义災、装置の損傷を防止ずるためにラックに電源を供給する電源分岐回 
路のを格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置や配線に関して 
は、管轄の電力会社にお問い合わせください。 

1人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人 W 上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高きのあるラック (44U ラックなど)はスクビライザ 
などによって固をされていないときは不安定な状態じありまず。おず2人]:上で 
ラックを支えなが6搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまうような設置はしない 

ラックおよび取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスクビライザを 
取り付けるか、權数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒 
れてけがをするおそれがあ y まず。 

1人で部品の取り付けをしない-ラック用ドアのヒンジのピンを確認ずる 

ラック巧のドア作レールなどの部品は2人 W 上で取り付けてください。 

また、ドアの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていること 
を確認してください。 

部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがありまず。 

ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか6引き出さない 

ラックから装置を引き化ず際は、必ずラックを安定させた状態(スタビライザの 
設置や耐震工事など)で引き化してください。 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

權数台のデパイスをラックから引き化すとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 


使用上のごま意 
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電源-電源コードに関ずる注意事項 



u 

国 


A ®\ 

1めれた手で 電源プラグを持たない 

俯れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがありま 

1す D 


/ M ま意 


A \ 


指定列のコンセントに差し込まない 

指をの電圧で指をのコンセントをお使い < ださい。指定外の電源を使うと义炎 
や漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような塌巧には設置しないでください。本装置の 
電源仕様に合っていないコードに接続ずると、コードが過熱して义楽の原因とな 
りまず。 




たこ足配線にしない 

コンセントにを格 W 上の電流が流れることによって、過熱して义楽の原因となる 
おそれがあります。 


AA 


中遠半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中遠半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义楽の原因となるおそれがありまず。 


指定 1 U 列の電源コードを使わない 

装置(こ添がされている電源 コー ド W 外の コー ドを使わないでください。電源 コー 
ドに定格 w 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがありまず。 


A\A\ 


また、電源コードの破損じよる感電や义雖を防止するために次のま意をお守りく 
ださい。 


コード部分を引っ張らない。 
電源コードを折り曲げない。 
電源コードをねじらない。 

電源コードを束ねたまま使わない。 


電源コードをはさまない。 

電源コードに薬品類をかけない。 

電源コードの上にものを載せない。 

電源 コー ドを改造-力 □ ェ - 修復しない。 


電源コードをステープラ等で固をしない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保 
守サービス会社にご連絡ください。） 


AA 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用ずることを目的として設計され、その 
安全性が確認されているわのでず。決して化の装置节用途に使巧しないでくださ 
い。义楽皆感電の原因となるおぞれがありまず。 


VIII 






















設置-移動-保管-接続に関ずる注意事項 


A ミち意 


A 爪 


A 




k\/k\ 




爪^^ 


®l 


カバーを巧したまま取り付けない 

本装置のカバー類を取り外したが態でラック(こ取り付けないでください。装置内 
部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが人って义 
雖や感電の原因となることがありまず。 

指定 W がの場所に設置しない 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指をしている場所 W 外(こ置かないでくださ 
し、义楽の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安をな場戸巧。 

指を挟まない 

ラックへの取りがけ-取り外しの際にレールなどで指を狭んだり、切ったりしな 
いよう十分注意してください。 

電源プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

ホ、ソトスワップ可能なデパイスを陈き、インタフェースケープルの取り付け/取り 
外しは電源プラグをコンセントから抜いて巧ってください。たとえ電源を OFF にし 
ても電源コードを接続したままケーブルやコネクタに触ると感電したり、ショート 
[こよる义楽を起こしたりずることがあります。 

指定 W がのインタフェースケープルを使用しない 

インタフェースケーブルは、 NEC が指をするものを使用し、接続する装置皆コネク 
なを拖認した上で接続してください。指定外のケープルを使用したり、接続先を 
誤ったりずると、ショートにより义楽を起こずことがあります。 

また、インクフェースケーブルの取り撒いや接続じついて次のま意をお守りくださ 
い。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 

腐食性ガスのを在ずる環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、短素、アンモニア、オゾンなど） 

の存在する環境【こ設置し、使用しないでください。 

また、ほこりや空気中(こ腐食をお進ずる成分(塩化ナトリゥムザ^硫黄など)や導電性 
の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。本装置内部のプリント 
板が腐食し、故障および発煙-発义の原因となるおそれがあります。わしご使用の 
環境で上記の疑いがある塌合は、販売店または保守サービス会社(こご相談くださ 
い。 

2人む下で持ち上ばない 

本装置の重量は最大で 40kg ありまず。2人 W 下で運ぶと腰を痛めるおそれがあり 
まず。装置は3人上で底面をしっかりと持って運んでください。 


使用上のごま意 


ix 



















A ミち意 


Q 

八ンドルを中途半端に取り付けない 

ラックへの取り付け、取り外しの際に八ンドルを取りがける場合は、ラックサ 
ポートホイールをしっかりと締めて固定してください。中遠半端に取り付けると 
八ンドルがはずれて装置が落下し、けがをずるおそれがあります。 


X 










お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するま意事項 




A\A\ 

® 

/4KC\) 


( g ) 戀 


/^/4\ 

m 


自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理■改造を行ったりし 
ないでください。装置が正常に動作しな<なるばかりでなく、感電や义楽の危検 
がありまず。 

DVD - ROM ドライプの内部をのぞかない 

DVD-ROM ドライブはレーザーを使用していまず。電源が ON じなっているとき 
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んピリしないでください。万一、レーザー 
光が目に人ると失明するおそれがありまず（レーザー光は目に見えません)。 

リチウムパッテリやニッケ J レ水素バッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパッテリやニッケル水素バッテリが取りがけられていま 
す（オプションデパイスの中にはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリを借 
載したものもありまず）。バッテリを取り外さないでください。リチウムパ、ソテ 
リ节ニッケル水素バッテリは义をおづけたり、水に浸けたりずると爆発するおそ 
れがありまず。 

また、パ、ソテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったと劃ま、ご自分で分解-を 
換などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 

お手人れや本装置内蔵用オプション(ホ、ソトスワップ可能なデパイスを除く）の取 
り付け/取り外し、装置内ケーブルの取りかけ/取り外しは、本装置の電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントからすべて抜いて行ってください。たとえ電源 
を OFF じしても、電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると感電するおそ 
れがありまず。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやづミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などががくと発熱し、义烫の原因とな 
るおそれがあります。 


A ミち意 


A 


A 


A 


巧;皿をぉ 

本装置の電源を OFR こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじ 
め装置内の部品が高温になっています。十分(こちめたことを拖認してから取り付 
け/取り外しを巧ってください。 

中途半端に取り付けない 

電源コードやインクフェースケーブル、ボード、内蔵オプションは確実に取り付 
けてください。中途半端じ取りがけると接触不良を起こし、発煙や発义の原因と 
なるおそれがあります。 

感電ミち意 

本装置の PCI バスと冷却ファン、八ードディスクドライプ、メモリバックボード、 
電源ユニットはホ、ソトスワップに対応していまず。通電中に部おの交換をずる際 
は、内部の部品の端す部分などに触れて感電しないよう十分ミ主意してください。 


使用上のごま意 
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運用中のミ主意事項 


A ま意 


运 


雷がなった5軸6ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6ずべて抜いてください。ま 
た電源プラグを抜<前(こ、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れ 
ないでください。义楽皆感電の原因となりまず。 



ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部 
じ入って义災や感電の原因となります。 

装置の上にものを載せない 

本装置が倒れて周辺の家財に損害を与えるおぞれがありまず。 

近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS、 ポケットベルの電源を OFF じしておいてくだ 
さい。電波(こよる誤動作の原因となります。 


I 自分でフアンを取りがさない 

I ファンの交換は保守サービス会社に依頼してください。動作しているファンを外 
I すと指を挟んでけがをずるおそれがあります。 
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警告ラベルについて 


本装置内の危 P き性を秘める部品やその周2には警告ラベルがおり付け6れています。これは 
本装置を操作ずる際、考え6れる危険性を常にお客様に意識していただ<ためのものです(ラ 
ベルをはがしたり、巧したりしないでください)。もしこのラベルが目より付け6れていない、 
はがれかかっている、汚れているなどして判読できないときは販売店にご連絡ください。 



使用上のごま意 
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① 


③ 


A® 



A 


重量物を意 
WARNING: 
HEAVY ITEM 


35KG 超 I 参 
OVER* 


ぎつ<リ腰^落下事故防止 
のため移動のさいは3人 
上で巧つて下さい。 

To avoid the risk of 


rh 




personal injury or 
damage to the unit, 
move the unit with 
at least three or 
more people. 




A gAU ° T.ON 


□□□□□□□□□□□□□□□a 

□□□□□□□□□□□□□□□a 

□□□□□□□□□□□□□□a 


As the hard disk drives may retain heat 
after powering down allow ample time for 
cooling prior to handling. 


A 


⑥ 


A 注意 CAUTION 

高温になるコンポーネントがありまず。十分にをえてから軸れるようにしてください。 

電源を切ってもバッテ U で稼動している部分があります。保守をするまえにを々の 
コンポーネントの取り扱い説明書をお読みください。 

As some components may become very hot during system operation,give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. - Some internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 


⑥ 


Add caution 


Disk 日□□□□□□□□□□□日 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

To avoid the risk of personal injury, handle the disk tray 
with care when inserting/removing from the system. 


A 
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An D CAUTION 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD nnnnnnnn 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

Disconnect all AC power cords from both system □日日 □ 

and external peripherals prior to installinq/removinq options. 

處 

A 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

Do not drop any screws inside the system. 

A 

□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日□□日 
□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ 

Refer to the "User's Guide" when option boards or peripherals are installed. 

Incorrect installations may result in damage to the system and lead to accidents. 

A 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□叫 

Firmly hold the bottom of the system when required to lift and carry the system. 

A 

1 33-31 2896-034A-1 i；rHY-80 
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0 A 


⑨ 


Add caution 

A 

感電の危検あり、開くな。 

Risk of electric shock. 

Do not open. 

A 

局 / 皿;主意 

This unit may become hot, 
should not touch without 
precaution 


⑩ 
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取り扱い上のご注意 


-装置を正しく動作させるために- 


本装置を正しく動作させるために次に示ずを意事項をお守りください。これ6のを意を無視 
した取りおいをずると本装置の誤動作や故障の原因となりまず。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置してください。詳しくは2章を参照してください。 

• 本装置専用の保守用パーティションが 0 S か6見える場合がありますが、この保守巧パー 
ティションを削除しないでください。 

• ホットスワップ可能なデバイスを除き、周辺装置へのケーブルの接滴/取り外しは本装置 
の電源が OFR こなっていることを確認し、電源コードをコンセントか6外した後に行っ 
てください。 

• 電源の OFF や CD - ROM の取り化しは、本装置のアクセスランプが消なしているのを確認 
してか6行ってください。 

• 本装置の電源コードをコンセントに接続した後、30秒闇は本装置の電源を 0 N 1 こしないで 
ください。 

• 本装置の電源を一度 0 FR こした後、再び ON にするときは30秒 W 上経過してか6にしてく 
ださい。 

• 本装置の電源 ON 後、ディスプレイ装置の画励こ 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何6かの文 
字が表示されるまでは電源を OFF にしないでください。装置の構ぶによって異なります 
が □ ゴ表示まで1 一 5分程度かかる場合があります。 

• 本装置を移動したり、清掃したりする前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセント 
か6ないてください。 

• を期的に本装置を清掃してください(清掃は7章で説明していまず)。を期的な清掃はさま 
ざまな故障をホがに防ぐ効まがあります。 

• 巧雷等が原因で瞬闇的に電圧が低下ずることがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めしまず。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない r コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• 次のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてください。 

一装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境を件(温度：10で〜35で-湿度： 20%〜80%)から外れた 
を件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程をの割合で磕認して<ださい。また、高い時刻の精度を要求す 
るようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用す 
ることをお勧めします。システム時計を調整しても時闇の経過と共にきしい遅れや進み 
が生じる場合は、お買い求めの販売店，または保ずサービス会社に保ずを化頼してくだ 
さい。 
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• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにわ室温を保てる場所に保 
管ずることをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件(温度；-10で〜55で、湿度： 20%〜80%)を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットずるメディア（テープカー 
トリ ッジ)などは、寒い場所か6おかい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るために 
も、使用環境に十分なじませてからお使いください。 

参考：冬季(室温と10で上の気温差)の結露防止に有劾な時園 
ディスク装置：約2~3時圍 
テープ媒体：約1曰 

• オプションは本装置に取り付け6れるものであること、また接続できるものであること 
をお認して<ださい。たとえ本装置に取り付け/接続できても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがありまず。 

• オプションは NEC の純正品をお使いになることをお勃めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありまずが、これ6の製品が原因と 
なって起きた故障や巧損については保証期聞中でわ有償修理となります。 

イ呆；サービスについて 

本装置のイ呆巧に関して専門的な知識を持つイ呆守員によるを期的な診断-イ呆守サービスを 
用意しています。 

本装置をいつまでもよいが態でお使いになるためにも、イ呆守サービス会社とを期イ呆巧 
サービスを契約されることをお勧めします。 


使用上のごま意 
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健康を損なわないためのアドバイス 




コンピューな機器を長時間速続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがありまず。コンピュータを 
使用するときは、主に次の点にま意して身体に負担がかか6ないようむ掛けましょう。 

よい作業姿勢で 

コンピュータを使用ずるときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にずわ 
り、キーボードを両手と床がほ t す平行じなるような高さに置き、視線が目の高 
さよりも节皆下向きに画面にまがれているという姿勢でず。『よい作業姿勢』と 
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分(こも余分な力が入っていな 
い、つまり緊張している筋肉がもっともかない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に 
顔をおづけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因节視力低下の原因となる 
ことがあります。 

ディスプレイの角度を調節ずる 

ディスプレイの多くは上下、左ちのち度調節ができるようじなっていまず。ま 
ぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やすくしたりするため 
[こディスプレイの角度を調節することは、たいへん重要でず。を度調節をせず 
に見づらいち度のまま作業を行うと『よい作業姿勢』を保てなくなりずぐに疲労 
してしまいます。ご使巧の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してく 
ださい。 

画面の明るさ-コントラストを調節ずる 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節できる機能を持っていまず。年 
令や個人差、まわりの明るさなどじよって、画面の最適なブライトネス-コントラストは異 
なりますので、状況に応じて画面を見やすいように調節してください。画面が明るすぎた 
り、暗ずぎたりずると目に悪影響をちたらします。 





キーボードの角度を調節ずる 

キーボードには、角度を変えることができるよう設計されているものもありま 
す。入力しやずいよう(こキーボードの角度を変えることは、肩や腕、指への負 
担を軽減ずるの(こたいへん有効です。 





機器の清掃をずる 

機器をきれい(こ保つことは、美観の面か6だけでなく、機能や安全上の観点か6も大切です。特にディスプレ 
イの画面は、ほこりなどで汚れると、表示内容が見じくくなりまずので定期的(こ清掃ずる必要がありまず。 


疲れた5休む 

疲れを感じたら手を休め、匿い体操をするなど、気分転換をはかることをお勧め 
しまず。 
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はじめに 

このたびは、弊社の Express 5800シリーブをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 
Express 5800 /180 Rf -3 は> 最ま斤のマイク□プ□セ、ソサ 「Dualcore Intel ® Xeon ® Processor 」 を搭載した 
高性能サーバです。 

弊せの最新テクノ□ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパワー> 八イス 
ピードが実現しまず。 

r 高信頼性」はもちろんのこと、「化張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅広くご利用い 
ただけることでしょう。 

本装置の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、装置の取り 
おいを十分にご理解<ださい。 


本書について 

本書は、本装置を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。本装置のセットアッ 
プを行うときや日常使用する上で、わか5ないことや具合の悪いことが起きたときは、取りあい上の安を 
性を含めてご利用ください。 

本書は常に本装置のそばに置いていつで电見6れるようにしてください。 

本書は、 Wind 口 WS などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般のな入出力装置 
などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載されていまず。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意巧をご理解になり、装置を正し<お取り扱いください。 


w ~0 

a 重与 

装置の取り撒いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特にを意をすべ 
き点を示しまず。 


装置やソフトウエアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

■L 

rsTn 

知っておくと役に立つ情報节、便利なことなどを示します。 


使用上のごま意/はじめに/本書について 
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本書の再購入にごいて 


巧刷された本書が必要な場合は、最寄りの販売店またはお買い求めの販売店に次の型番で申 
し化んでください。 

型番： Ul_ 9020- 百 00 

また、5乘付の DVD-ROM に収められているオンラインドキュメントの一部は、次のホーム 
ぺージからダウン□ー ドすることができまず。 

[NEC 8 番街 ] http://nec8.com/ 


本書の構巧にごいて 


本書は9つの章か6構成されています。それぞれの章では次のよラな説 S 月が記載されていま 
す。なお、巻ホには索引がありまず。必要に応じてご活用ください。 

VI -0 「使庙上のごを意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載され ている 「使庙上のごミ主意 J をお読みくだ 
さい。「使庙上のごを意」では、本装置をま全に、正しくお植いになるために大切なま意事 
項び記載されていまず。 

第 1 章知っておをたいこと 

本装置の特長や各部の名称、運用の際の一般的な操作ち法> 導入時のアドバイス 
などについて説明します。 

第吕章設置と接続 

本装置を取り付けるラックの設置か6ラックへの取り付け手順まで本装置の電源 
を ON にずることができる状態じずるまでの手順について説明します。 

第 3 章 Windows Server 2003 x 色 4 Editions のセットアップ 

Microsoft Windows Server 2003 R 2, Enterprise x 64 Ed 出 on 日本語版をインス 
トールする手順およびインストール後に行うべき'必要最低限のセットアップにつ 
いて説巧しまず。再インス I ルの際にち参照してください。 

第 4 章 Windows Server 2003 のセットアップ 

Microsoft Windows Server 2003 R 2 Enterprise Edition 日本語版をインストー 
ルする手順およびインス トール後に行うべきあ要最低限のセットアップについて 
説明しまず。再インストールの際にも参照してください。 

第已章 システムのコンフィグレーシヨン 

システム己の S の設をを変更するユーティリティや、内蔵の八ードディスクをディ 
スクアレイ構築ずるためのユーティリティの使用ち法について説おします。また、 
リモートスーパーバイザアダプタ II のセツトアップについてわ説日月していまず。 
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第邑章 EXPRESSBUILDER 

本装置に添付の 「E XPRESSBUILDER 」 CD - ROM の使用方法と 
EXPRESSBUILDER に格納されているソフトウエアについて説明します。 

第7章メンテナンスとトラブルシューテイング 

本装置を保ずずる上で巧っておいていただきたい情報が記載されています。ま 
た、「故障かな？」とおったときは> 本装置の故障を疑う前に参照してください。 

製社が提供ずるさまざまなサポート業務やサービス業務についても紹介していま 
す。 

第8章オプション 

本装置用のオプションの取り付け-取り外し手順について説明します。 

第9章8プ□セッサ構成へのアップグレード 

2台の装置をオプションの 8- Way アップグレードキットを使用して接続すること 
により、8プ□セ、ソサ構成へアップグレードするち法について説明します。 

付録 A 仕様 

本装置の仕様です。 

付録 B 巧守サービス会社網一覧 

本装置の保守を巧頼ずるときに参照してください。 


本書について 
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付属品の確認 

本装置の捆包箱の中には、本体外にいろいろな付属品が入っています。添付のスタートアップガイドを 
参照してずべ てが そろって いることを 確認し、それぞれ点横してください。万一足りないものや損傷して 
いるものがある場合は、目反売店Iこ連絡してください。 

vi-O 付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、本装置が故障したときに必要と 
なりまずので大切に保管してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDER 」 は紙封筒に包装されていまず。パッケージの構成につ 
きましては、紙封筒巧にある 「 EXPRESSBUILDER 」 の構成品表を参照してくだをい。 
また、 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 日 M を紛失し、再購入を希望されるときは、販売 
店へご相談ください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録力ードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フ□ッビーディスクが添付されている場含は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック 
アップディスクを使巧してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは CD - ROM は、使用方法を誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまラおそれがありまず。使巧についてご不明な点がある場合は、無理な 
操作をせずにお買いまめの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


XXII 




第云者への譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第兰をに譲渡（または売が)するときは、次のを意を守ってくだ 
さい。 

• 本体について 

本装置を第兰をへ譲ミ度（または売巧)ずる場合には、本書を一緒におミ度し<ださい。 

H-O "-ドディスクドライブ巧のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されているけードディスクドライブにな存立れている大切なデー 
夕(例えば顧客情報や企業の経理情報など)が第 H ちへ漏;'まずることのないようにお客様 
の責任において確実に処分して<ださい。 

Windows の r ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの r フォーマツ Kl コ 
マンドでは見た目は消ちされたよ引こ見えまずび、実際のデータは八ードディスクドラ 
イプに 書 さ込まれたままの状態にありまず。完全にミ肖モされていないデータは、特巧な 
ソフトウ I アにより復元され、ホ期せめ巧途に転用されるおそれびありまず。 

このよ弓な トラプルを回避ずるために巿販の消'去用ソフトウエア(有償)またはヴービス 
(有斷を利用し、確実にデータを処分■ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い巧めの販売店またはな守ヴービス会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡ほたは売却）し、大切なデータび漏;'まされた場 
合、その責任は負いかねまず。 


• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウ I アを第兰者に譲ミ度(売が)する場合には、下のを件を満たず 
必要があります。 

一添がされているすべてのものを譲ミ度し，譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 
一各ソフトウ王アじ添付されている『ソフトウ I アのご使用を件 J の譲渡> 移転に関ず 
るを件を満たすこと 

-譲ミ度、移転が認め6れていないソフトウェアについては、インス!ルした装置か 
5削除した後、譲渡ずること 


付属品の確認/第 I 二ちへの譲渡について 
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消耗品-装置の廃棄について 


■ 本体および八ードディスクドライブ、 DVD-ROM やオプションのボードなどの廃棄につ 
いてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。なお、装置添付の電源コードにつきま 
しても、化装置への転用を防ぐため、本装置と一緒に廃棄して<ださい。詳しくは> を 
自治体へお問い合わせ<ださい。 

—-0 • 本体の I / O ボード 、 SAS RAID ボード ( A ) 上にあるバッテリの廃棄(および交換)につい 
てはお買いホめの版売店または保守ヴービス会社までお問い合わせください。 

• A - ドディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、そ 
の他書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）にな存されているデータは、第ミち 
によつて復元や再生、再利用されないようお客様の責任において確実に処分して占、5廃 
棄してください。個人のプライバシーや企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び 
お、要でず。 

■ 本装置の部品の中には、寿命により交換がか要なものがありまず（ファン、内蔵バッテ 
リ、内蔵 DVD-ROM ドライブ、マウスなど)。本装置を安走して稼働させるために、これ 
6の部品をを期的に巧をすることをお勧めします。交換や寿命については> お買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社にご連絡ください。 
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リチウムバッテリ やニッヶ )レ水素バッテリを取り列をない 

本装置内部(こはリチウムバッテリが取り付け6れています。リチウムバッテリを取 
り外さないでください。リチウムバッテリを火におづけたり、水に覆けたりずると 
爆発するおぞれがありまず。 

また、リチウムパッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で 
分解■交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 

オプションのディスクアレイコント□-ラ(こもニッケル水素バッテリが搭載されて 
います。分別廃棄が必要な場合は、ディスクアレイコント□ーラを取り外した禮、 
ボードから八‘、ソテリを取り外してください。パ、ソテリの位置(こついてはディスクア 
レイコント□ーラ(こ添かの説明書を参照してください。 


リチウムバツテリ 



SAS RAID ボード (A) 


消耗品.装置の廃棄について 
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A 使用上のごミち意-必ずお読みください- . 
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BIOS Configuration/Setup ユーティリティの操作… 

2. 設置と接続 . 

設胃 . 

胃続 . 

SMP 拡張ケーブルへの接続先表示ラベルの貼りがけ 

SMP 拡張ケーブルの接続 . 

RSA II のネットワーク接続 . 

3. スケーラブル-パーティシヨニング . 

セットアップ . 


0 0 12 3 
7 7 7 7 7 
2 2 2 2 2 


4 4己6890123己8112346833456 
7 77777888888000000011111 
2 22222222222333333333333 


2 2345已667 8 88899 0 0 

2 22222222 2 22222 3 3 

3 33333333 3 33333 3 3 
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RSA II LAN の IP アドレスの設走 . 

スケーラブル-パーティションの作成 . 

スケーラブル-パーティションの削除 . 

4. オペレーティングシステムのセットアップ . 

シームレスセットアップの利巧 . 

8プ□セ、ソサ構成での 0 S インストール . 

0 S インス I -ール後の8-机 ay アップグレード . 

SAS RAID ボード ( A ) ドライバのインストール . 

オプションボードドライバのインストール . 

日.システムのコンフィグレーション . 

システム BIOS -BIOS Configuration / Setup ユーティリティ- 
BIOS Configuration / Setup ユーティリティの起動... 

Advanced Setup - Memory Settings . 

Advanced Setup - PCI Slot/Device Information .... 

ASM Web インタフェース . 

Status . 

Create Partition . 

Control Scalable Partition . 

Delete Scalable Partition . 

6. 運用時のを意 . 

8 プ□セ、ソサ構成での電源 ON/OFF . 

□ケータランプ[こついて . 

I / O ポートおよびコネクタじついて . 

システム診断じついて . 

リモートスーパパイザアダプク II じついて . 

付録 A ィ±様 . 

付録巨保守サービス会社網一覧 . 

索引 . 


014 己 5己666 
333 3 33333 
333 3 33333 


7 789900233 
3 333344444 
3 333333333 


4 4 4 4 5 5 
4 4 4 4 4 4 
3 3 3 3 3 3 
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9 
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S 
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オンラインドキユメントについて 


添付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM には次のオンラインドキュメントが収め6れています。'必要 
に応じて参照してください。 

• Microsoft Windows Server 2003 R 2, Enterprise x 64 Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガィド 

• Microsoft Windows Server S 003 R 2, Enterprise Edition インストレーシヨンサプリ メントガイド* 

• ESMPRO / ServerAgent (邮 indows 版）インストレーシヨンガイド 

• ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド 
• エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド 

• Power Console Plus ユーザーズガイド 
• 19インチラックユーザーズガイド 

• Adaptec Storage Manager "™ ユーザーズガイド 

• Express Server Management Guide 

* 通常は 「 EXPRESS 己 UILDER 」 の「シームレスセツトアップ」ツールを使ったインストールをお勃めしまず。 
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